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●即時発行 ●カード再利用

●サインレスクレジット購入 ●顔写真印刷

lCカード利用による商業施設向け総合情報システムのイメージ ICカードシステムは,即時発行,サインレスクレジット購入,カード再

利用,顔写真印刷などの特長を生かしたキャッシュレス多機能サービスを提供する｡

近年の商業施設では,顧客のライフスタイルに合

わせた各種商品の取りそろえや,現金販売以外の取

り引きなど顧客ニーズが多種多様化している｡一方,

小売業では,顧客ニーズに対応し個性的な商品やサ

ービスを提供するため,顧客管理や商品管理の高効

率化と質の向上を望んでいる｡

日立製作所は,これらの要望にこたえて,大量な

顧客情報や購買履歴情報を収集,記憶,検索でき,

セキュリティ性も高いICカード発)を利用した情報シ

ステムをサッポロビール開発株式会社と共同開発

し,札幌市内のサッポロファクトリーにこのシステ

ムを納入した｡

このシステムは,カードの申し込み,発行,引き

渡し,内容照会,更新サービス機能クレジット処理･

請求,顧客管理,売り上げ管理機能などを持つもの

である｡主な特長は,カードの即時発行が可能であ

ること,サイン不要でクレジット購入ができること,

カードに顔写真印刷ができること,最大4回までの

有効期限更新による再利用ができることなどであ

る｡また,導入効果として,顧客はポイント収集に

よる特典付与が,テナントは固定客の確保が,デベ

ロッパーは,顧客分析などによるマーケテイング強

化がそれぞれ期待できる｡

*サッポロビール開発株式会社 **H立製作所システム事業部 ***日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 ****H立マクセル株式会社
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n はじめに

満濃施設を11小)巻く環境は大きく変化している｡顧客

のライフスタイルや構妄言手段の変化に伴い,梅谷ニーズ

は,l削.■-の取りそろえや各種クレジットの舵り扱いなど

で,多種多様化してきている｡--･方,小ノ三業では顧キ管

即や摘ん■,管理の高効.率化を川り,真の顧寄ニーズの分析

で,仙叶附1勺な商品やサービスを提供することにより,顧

牛の同左化を望んでいる｡

これらのニーズにこたえるには,人其の顧割青報や商

.■..-.情事Iiを収集蓄積し,データベースとして一元管推し,

杭=することが重要である｡そのため飲食J.ii舗,物.5㌔,販

ノこ仙帥など多岐にわたる拍二宮J占やテナントが常業する満

濃施設内けに,ICカードを利鞘した総合情糀システムの

構築が進められている｡

ここでは,ICカード利別による向業施設IhJけ総合情報

システム化の垂加りとシステム適拝卜事例につし-て述べる｡

8 商業施設向け総合情報システム化の動向

2.1システム化の要件

成業施設での総訓育報システム化のためには,顧割苗

字批商.芯1清純,物流情報,財捌百科i,人事情幸はなどの州

別システムの連携化が必‾安である｡特に,臓与引軒鮎と向

.州朋riの巾システムには,(1)顧割苗報,商｢糾肯報および

購貰引似鯉情紬を止確かつ迅速,大足に収集苔柿する機能,

(2)怖幸Iiを繋偏しi‾.†川するためのデータベースの一元管

押機能が安)拝さメt,1‾占は客を肺休することにより,きめ

細かなマーケテイングを陛1るための重安なシステムで

ある｡

そこで,商業施設での総介情報システムの二丈現の手技

として,liii.山(1)については,一般的に,1軒菜情報を収集

するためのPOS(Ⅰ〕oi11t()f Sale)と個人の購買脚了刺青糾

をICカードで人量に収集滞積するようなシステムが有

効と‾考える｡(2)のデータベースの一う亡管理については,

データi.†==F朽で多条件検索が吋能な,リレーショナルデ

ータベースが有効である｡

2.21Cカードシステムの技術動向

2.2.1概 要

ICカード1)は,ISO(llヨ際標準化機構)規格のカードにマ

イコン(マイクロコンピュータ)とメモリ素子を高齢空文

※)ICカード:プラスチック製カードにICチップを叫め込

んだカードで,磁妄もカードの約100倍の.i山志春巻を持つ｡
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装技術によって埋め込んだものである｡その代表的なも

のは8ビットマイコンと8kバイトメモリを持ち,マイ

コンの制御プログラムの管理‾卜で､ICカードの去‾l仙こ設

けた接ノ1により,外部装講との情軸交換を行うもの(接触

さ班)である｡

2.2,2 標準化

接触型ICカードは,回1勺銀行向けカードの標準仕様

(全相銀行協会カード)として制定された｡間際標準につ

いてはISOで審議小であり,1989年までに物理特性,外部

端子仕様,電気信号,伝送プロトコルなどが決まり,1993

年までにJIS化され,残るコマンド系も1994年中に決定

する見込みである｡

2.2.3 利用分野

田内では,1980年代前ナ㌣から銀行を小心としたショッ

ピングシステムの実験が始まり,その後企業(社員証),

学校(半/tミ証)で,また最近は,流通業(全員カード),公

二共川J民･福祉カード)分野で利用が拡大しつつある｡

顧 客(700万人/年)

●クレジソトによる二【

ズに合った商品購入

●ポイント収集による
イベント参加,情報誌,

駐車場無料の特典

●ダイレクトメール

●情報誌

●ポイント収集に
よるイベント参加

などの特典付与

●顧客情報

●商品情報

●ニーズに合った
商品の品ぞろえ

●ダイレクトメール

●顧客情報
●購買履歴
●顧客行動

テナント(180事業体)

●固定客の確保

●売り上げ増大

●POSによる省力化

●顧客情報
●購買履歴
●顧客行動
の各分析
データ

●常連客
リスト

サリポロ

四三三キートリ】
(多機能･多目的)

双方向コミュニケーション

●顧客情報

●商品情報

丁 ベ ロ ツ ハ
ー

●顔客情報,購買履歴,顧客行動の各分析

によるマーケテイング強化

●売り上け増大,固定客の確保

騒客のライフスタイルに合った提案型の街づくり

図IICカード利用によるシステム導入のねらいと期待効果

ICカードの活用により,顧客,テナント,およびデベロッパーお

のおのの効果が期待できる｡
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2.31Cカード利用による総合情報システム化

口立製作所は,小売業向けの総合情報システム構築の

ノウハウとICカードシステム技術を牛かし,顧客管理川

のイJ▲効情報(顧割肯報,購買履歴など)収集の効率化を阿

ったICカード利鞘による商業施設向け総側溝報システ

ムを,サッポロビール開発株式会社と共同開ヲ芭し,札幌

1‾机ノ+のサッポロファクトリーにこのシステムを導人した｡

田 システム適用事例

3.1｢生活工房･サッポロファクトリー+の概要

1993年4月,札幌巾内の小心街にユニークな街,｢fl三浦

二L蛎･サッポロファクトリー+がオープンした｡サッポ

ロビール株式会社札幌工場第一一製造所が移転した跡地

(約42km2)を‾tti開発したものである｡サッポロファクト

リーは,‾｢場の建物を保存両年した｢赤レンガ館+,｢煙

突広場+,および巨大な局内庭同｢アトリウム+を中心に,

1,50()席の飲食施設,/‾仁清提案を行うショッピングゾー

ン,アミューズメント施設,ホテル,フィットネスクラ

ブなどから成る役合商業施設である｡

ここで,顧客と企業(デベロッパー,テナント)の双方

向コミュニケーションのツールとなるのが,サッポロフ

ァクトリーカードである｡開業後1年で5フノ枚がヲ芭行さ

れ,サッポロファクトリーの市出立巨として親しまjLて

いる｡

3.21Cカード利用による総合情報システム

3.2.1基本コンセプトと期待効果

ICカード利用によるシステム導入のねらいと期子‾､I三効

果を図1にホす｡

サッポロファクトリーカードは,施設内のどこでも使

月1できる多機能カードであり,カードを通して顧客,テ

ナント,およびデベロッパーの双方向コミュニケーショ

ンにより,八と人のネットワークを広げていくことをね

らいとしている｡その結果,顧客のライフスタイルに介

った提案型の街を創造し,それぞれの11二場での効果が期

待できる｡

3.2.2 カード仕様と機能

サッポロファクトリーカードの仕様と機能概要を表1

にン+ミす｡8kバイトのICチップを利J仁=ノ,購買帽鮭管押の

某本機能のほかにクレジット,各種テナントの会員証,

セキュリティなど多目的で多機能なカードを実現した｡

3.2.3 主な特長

(1)即時発行

巾し込みからカード引き渡しまで10分以内の触時間で

表1 サッポロファクトリーカードの仕様と機能

ICカード利用により,多機能サービスが提供できる｡

項 目 仕 様 ･ 機 能

力
lCカード仕様

lチップ,8kバイト,磁気ストライプ付き
l

ド

仕

様

(lSO国内標準仕様準拠)

インタフェース シリアルl/0インタフェース,9′600ビット/s

外 部 端 子 8ピン(lSO規格準拠)

力

l

ド

機

能

基 本 機 能
購買履歴･ポイント管理(最大100回分)

駐車場ゲート開門(無料)

オプショ ン

クレジット機能(視力ードのコピーカード)

各種クラブ会員証

(フィットネスクラブなどで最大8個まで)

従業員証

アルバイト組織メンバー証

セキュリティ(売上金精算システム操作など)

顔写真印刷

の発行を実現した｡クレジット機能付きのときは,顧客

から現在便片=ノている一般クレジットカードのコヒーカ

ードノ/J〔(人全寮宜はIj▲信チェックで代替)とすることに

よって即時発行を‾n+▲能とした｡

(2)カード山利用

同一･カードで最大4L叫(最長10年間)までの有効期限の

咄新を‾吋能とした｡イメージグラフィック印刷装罵を佐

川し,カード表何の印刷を準りつぶす方式により,さl加l】i

な印象のあるICカードのコスト低減を図った｡

(3)サインレスクレジット構人

レジ(レジスター)で三けたの暗証番一口一を押すだけで,

サインイく要のクレジット桁算を可能とした｡

(4)顔写共印刷

顧客の希常により,顔写真付きカードの先行を′大棚.し

た｡会員証としたいとき,あるいは盗難時の一女仝策とし

て便利である｡

3.3 システム構成

サッポロファクトリーのICカード利別による総什帖

報システムの構成を図2に示す｡

(1)クレジット処坤システム

テナント･Ⅰ)OS端人とICカードリーダライタ組み込

みの新クレジット端末によるクレジット光_卜業務機能を

持ち,CAFISセンターへのクレジットカードの伝¶川音i仝

や各テナント売り卜げデータをカード管和ホストへ虹送

する｡

(2)カード管押システム(本部システム)

デベロッパーのIll核システムであり,カードのH-1し込

み･発行･引き渡し,クレジット処坪システムからの光

り_卜げ･顧客データの集信とデータベースシステムへの
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図2 サッポロファクトリーのICカード利用による総合情報システム構成 クレジット処理システム,カード管理システム,およびデ

ータベースシステムのネットワーク化とオープン化により,システムの拡張性を確保した｡

配信,情報検索などの機能を分担する｡

(3)データベースシステム

顧客･売上･テナント情報の保管と分析,およびクレ

ジット請求とテナント賃貸請求処理の機能を持つ｡ほか

に,駐車場システムやポイント収集による特典サービス

を管理するインセンティブシステムなどがある｡

システム建設上の配慮点について以下に述べる｡

(1)ネットワークと分散処理化

施設内のどこからでもカード利用を可能とし,利用状

況をリアルタイムでデベロッパー本部に配信できるよう

にネットワークを構築した｡また,図2に示す各種シス

テムおよびPOSシステムの売場操作処理と与信チェッ

ク〔CAFISセンター問い合わせ〕を分散処理とした｡この

ことにより,施設の閑散･繁忙期に左右されない,また

規模に応じたシステムの構築を可能とした｡

(2)オープン化

(a)今ⅠロI開発したクレジット端末はオープンアーキテ

クチャとし,指定レジ以外のテナント持ち込みレジの

接続(一体化)を可能とした｡

(b)ICカードアクセス(読出し,書込みなど)のアプリ

ケーションは,ICチップ内蔵(カード発行時ダウンロ

ード)とした｡これにより,カード利用システムが簡単

な操作で実現でき,将来の拡張性への見通しを得た｡

8 おわりに

ここでは,ICカード利用による商業施設lら=ナ総合情報

システムについて,サッポロファクトリーの通用事例を

紹介し,システムの概要と垂加古‖こついて述べた｡

現在,ICカードシステムの特長と有効性を生かした普

及促進に向けて,自治体,供療,流通サービス,ネット

ワークなどの分野ごとに,官民一体となった委員会活動

が活発に行われている｡

今後,商業施設はもとより,他の分野の顧客ニーズと

垂加らJをも踏まえ,ICカード利用によるいっそう有効なサ

ービス機能が提案され,積極的なシステム開発が進めら

れるものと考える｡
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